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創立６０周年記念式典を開催しました 

11月 1日に創立 60周年記念式典を開催し、児童と地域代表の方々とで第十小学校の 60周年を

祝いました。実行委員長（同窓会長）の MS様に当時の思い出に触れたご挨拶をいただくととも

に、児童を代表し６年生の MSさんが挨拶しました。式典の最後にはこの 60年間私たちを優しく

見守り育ててくれた第十小学校に感謝の気持

ちを込めて「この星に生まれて」を全校児童

で合唱しました。今年度は卒業生の KH様、SS

様をお招きし、記念コンサートも開催しまし

た。ユーフォニアムとピアノの美しい音色に

耳を傾けながら、60年という年月に思いを馳

せました。 

 

 

 

東京で見て聞いて触れて一回り成長して帰ってきました！ 
 10月 23～24日には、６年生が東京へ修学旅行に行

ってきました。今年のテーマは「新たな学びへ Let’

go! ～楽しむのはもちろん学びを大切に～」。日本の

中枢を訪れ、解散総選挙直前の国会議事堂を訪問し

ました。また、本格的なライオンキングのミュージ

カルやスカイツリーからの大都会の夜景に圧倒され

てきました。子どもたちにとって

は、浅草や上野でのグループ別研修

も「自分たちだけで地図を見ながら

冒険をしているようで楽しかった」

ようです。一緒に過ごす仲間がいる

心強さも感じられた、充実した１泊

２日の旅になりました。 

 

 

 

（MSさんの挨拶から一部抜粋） 
昔の十小のことを家族に聞いてみました。すると、祖父の弟が第

一期卒業生だったと聞いて、びっくりしました。当時は、全校児童
が８００人近くいて、その後も増え続けたと聞きました。ぼくの父
も十小の卒業生なので、よく宮浦小と交流していたそうです。また、
運動会では、人数が多かったので、競技よりも待ち時間が長く、一
日がかりだったと言っていました。校舎は、今のままだったので、
父は、授業参観に来たとき懐かしくて、いろんな思い出がよみがえ
ってきたと言っていました。母の学校は新設され、昔の校舎はない
と言っていたので、これまで「新しい校舎がいいな」と思っていた
けど、歴代の卒業生やこれから卒業するぼくたちが通う、この歴史
ある校舎を大切に残していくのも大事なことだなと感じました。 
最後に、ぼくは、創立７０周年、８０周年の頃に、有名なサッカ

ー選手になって、またこの壇上であいさつしたいです。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

曲はロンドンデリーの歌、ユーフ
ォ・フォー・ユー、大きな古時計
の３曲。曲と曲の間に卒業生とし
ての思い出を話してくださいまし
た。アンコールは校歌でした。 



学んだことを自分たちらしく表現！～学習発表会から～ 

各学年の学習発表会が始まっています。10月 22 日には１年生、11月 12 日には６年生の発表が

ありました。１年生は、国語で学習した「おむすびころりん」を演技も交えながらの発表です。

おむすびを転がす度に聞こえてくる歌声に楽しい気分になったおじいさんは、わざとおむすびを

転がし、ねずみの世界に飛び込みます。すると、そこではかわいいねずみたちが楽しそうにマツ

ケンサンバを踊っていて…。最後はみんなで元気に歌を歌い、１年生らしさ満載の発表でした。

また、６年生は、各学級ごとにテーマを決め、体育の時間に自分たちで選曲したりフォーメーシ

ョンを考えたりしたダンスを披露しました。その後は、国語で学習した谷川俊太郎の「生きる」

の詩の群読です。息の合った迫力ある群読には、本当に感動しました。「生きているということ、

今、生きているということ」「それはダンス」「それは群読」「それは今こうして心を一つに発表し

ていること」そんなことを考えながら、素敵な群読を聴きました。 

今後も各学年の発表が続きます。どんな発表が見られるのか今からとても楽しみです。 

   

団体賞「山形県知事賞」をいただきました！ 

第 59回「山形県発明くふう展」が、10月 26～27日に INPEX酒田アリーナで開催されました。
本校からも出品したところ、２名の児童が入賞し、第十小学校は団体賞「山形県知事賞」を受賞
しました。なお、RAさんの作品は、全国大会に出品されることになりました。 
☆特別賞「公益社団法人発明協会会長奨励賞」おみくじクレーンゲーム ５年 RAさん 
☆優良賞                すし運び人形２     ３年 HHさん 


